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［麺コ　京都・轡型會だより（1月）
　昭和9年秋誕生，明けて5歳の春を迎へた京星會は時節の風に傷められながら
も頑健に育ってるます・御挨拶までに這般御報告諭します・
　O前田35糎機完成披露會　1月例會開催
　京都では唖蝉自作の望遠鏡が年々1機，2機と完成し，その完成毎に愈で完成
披露観望愈を催し，會貝への愛機の紹介が行はれてるるが，今回叉前田治久氏
の口径35糎，F4．3とV・ふ超弩級反射望遠鏡が完成し，その披露會が1月29日
（土）夜，帝大無界會館前期場に於て催された．前平氏の本機製作の目的が“オ
リオンの大星雲上望”にあった爲塞い折柄ではあるがオリオンを眺めるに都合
のよい今月催されたのである．臼のやうな機械が運ばれ，18時組立を購った頃
には午前中雨かと思はれた雲もすっかり去り拭ったやうな快晴．花山天文豪の
諸：先生及び遠く大津，大阪，兵庫より参陣の藤井，高城，大口，西森，伊達の
諸氏を迎へ，先づオリオン大星雲よ夢観望開始．繧砂白雲の如き星雲にぐっと
喰込む暗黒星雲．全く爲眞の比でなV・・賞讃，感嘆の聲が湧く．20時観望を中
止．樂筆規館に入り1月隣町開始．山本博士より昭和12年の天文學上の褒見進
歩に重て伺ひ，新星に，彗星に，小遊星に，日食に，等々昨年中の天界の出來事
を思ひ返して甚だ有釜な講演であった．後は自由な談話會に入の23時解散．
　O會誌「京華」第16號護行
　各方面より貴重な原稿を受け“天象と観測”を中心とする内容を盛った「斗
星」昭和13年1月號が1月25日磯そ了された．50頁．200部三期．
　目次　昭和ユ3年の天象解虎「宇野良雄，掩蔽か潮測ずろ興味一高城武夫，流星の團鐙計
tW　l：ついて一小昼孝二郎，四分儀座流星群観測の失敗一C・sniical　child，望遠鏡流星の槻
測｝k一一一井上秀夫，攣光星観測な旧く一木邊成麿，小學校國定教科書に記されれ二分二至の
時刻について一鈴木敬信，異なろ星座の和名一花野耕太郎，バ1ロ1レンズの作uJ方一淺
野英之助，榊戸の射場天心槻測所，小熊で時た知ろ法一花野耕太郎，編輯後記．
　0例會案内「回報」27號畿行
　1月例會案内が葉書で24日獲行．大津藤井天文壼昭和13年度公開豫定日及び2
月高高案内が「回報」第27號として28日付で磯行された・
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肺戸支部報告
第四回例會記録
日時　昭和13年1月14日18時より．場所　示rl’戸市元町4，大丸食堂別室．
出席者　山本転帰を初め，次の14名，大口，転部，西森，村山，田中，萩尾，
　　　　井本，佐伯，岡林，津久井，柳部，紳田，乾，美田．
講演民部氏より，“Sun－spots　and　the　Effects　from　the　Human　Standpoint”
　　　　なる通俗天文書の紹介及び各章の解説及び御指導を頂く．次V・で山本
　　　　會長より“新獲見の中野1937　UB”の下見観測についての痛快な天界
　　　　トピックとでも云ふ愉快な話しを聞き，引いては世界の平群本部の仕
　　　　事と云ふものが如何様なものかと云ふ話しを興深く承る．21時散會．
第五回例幣記録
日時　昭和13年2月12日18時より．場所　日戸元町4，大丸食堂別室．
出席者　左記7名・改磯，大口，井本，津久井，萩尾，祠1田，美田．
座談　本日は山本等長の御欠席の爲め何んとなく會合の淋しさを思はる。引V・
　　　ては先生封帝大問題に封して色々話しに花が早く・然し淺念ながら先生
　　　より明細なる御話しを聞かぬ者のことにて唯一日も早く圓満御解決の日
　　　の近からん事を御研りする許り．晩餐後，井本進氏より新星の磯見記録
　　　につき明細なる御調査読明を頂き非常に興を畳ゆると共に，氏の御努力
　　　の偉大なるに感ぜさせらる．次に大口氏より，肉眼にての太陽黒黙槻測
　　　につき手明を受け，日中ならばフィルタ1又は古乾板にて，夕：方日湊時
　　　ならば肉眼のみにて充分認め得らるN由・然かも目下太陽黒部極大期に
　　　相當するにつき各位の試みられむ事を勧めらる．21時少し過ぎ散會．（禾
　　　山型記）
會員動薄　井本進氏，兵庫縣武庫郡本山村岡本字高石344へ創建宅．
　　　　　中井博愛氏，御逝去の御通知を恥く．
　　　　分部　坦氏，御退會の御通知を受く．
　　　　　岡　隆郎氏，御佳所不明．（御記居の趣）
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大阪支部通惟（甥
園支部報第32號（＝：月1日）　用紙2頁，i50部印刷獲行．
．天界203
　園大阪明星商業支部の誕生同校々友轡の氣二部に併置されて居た二丈
部は同校出身の大阪支部二選伊達氏の御壁力と同氏所有の11糎反射赤道儀を中
心として猫干し協會の支部として大阪支部と提携する事となった．是を以って
豊中中置・市岡中學・上宮中學・大手前高女・明星商業の側壁校支部と大阪支部と
提携する事となる．
　圏プラネタリウム評議會（二月5日）電氣門門館と大阪支部との事業提携が
最：初昨年十一月中の同館屋上に於ける太陽黒鮎公開観測會に雨者の共同陣を張
って丁丁頓に進捗し，本評議會も其…ツとして開催された，館側よりは館長始
あ電三局各部長や天文部館員各位，本門側は會長始め京阪剃の有志地：方委員や
篤志の女子會員等出席し，16時の第5回公演と17時より1時間特殊演出によるプ
ラネタリウムを見學し，18時より地階食堂にて懇談評議會に移り有意義な爾者
の意見や感想や希望の交換を平げて2野牛閉會．館側16名，本学側20名の出席
あり．樹科旧館と大阪支部との一暦の事業提携を圖る爲に館長・経螢係長と大
阪支部役員會との聞に直接の協議が進められて居る．
　守門月例會（二月6日）16時牛より「をぐらや」ビル内にて開愈，田村幹事の
司會にて先づ坂元副支部長の科外講話「鐵橋と潮汐」，花山の響町先生の「南京
紫金山天文毫の近況」や花山の公丈先生の「職争と星」の興味ある話，百濟先
生の陛遠鏡硯野中のゴ1スト」や宇野京星會幹事長の「小熊座は時計」の爲に
なる話，阪大の奥田講師の「オ1ロラの話」や井本氏の「本邦天文學史第5講」
の他所では聞かれぬ話を最後に賑やかな話題を絡り，臨時役員會を開催し宮森
支部長より大阪支部を電氣科學館内に設置する議題の提出あり，全役員の賛成
を得て可決あり・和子押下裡に22時牛閉會・出席者26名，
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